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(57)【 特 許 請 求 の 範 囲 】

【 請 求 項 １ 】

少 な く と も 片 足 を 載 置 で き 、 所 定 の 位 置 に 分 度 器 を 備 え た 踏 み 台 と 、

親 指 付 け 根 が 前 記 分 度 器 の 基 線 の 中 央 付 近 で 前 記 基 線 と 直 交 す る よ う に 前 記 踏 み 台 に 載 置

さ れ た 片 足 に 当 接 す る 当 接 具 と を 備 え 、

前 記 当 接 具 は 、 短 尺 片 と 長 尺 片 と か ら な る Ｉ 字 状 の 帯 状 片 で あ っ て 、 前 記 短 尺 片 と 長 尺 片

と が 片 側 側 面 の 分 割 線 を 支 軸 と し て 折 り 曲 げ 可 能 に 接 合 さ れ 、 前 記 短 尺 片 を 前 記 親 指 の 内

側 に 密 接 さ せ た と き の 前 記 短 尺 片 の 開 い た 角 度 が 外 反 母 趾 角 と な る よ う に 構 成 さ れ て い る

こ と を 特 徴 と す る 外 反 母 趾 角 の 測 定 具 。

【 請 求 項 ２ 】

　 前 記 当 接 具 の 厚 み は １ ０ ミ リ メ ー ト ル か ら ４ ０ ミ リ メ ー ト ル の 範 囲 に あ り 、 前 記 当 接 具

の 幅 は １ ５ ミ リ メ ー ト ル か ら １ ０ ０ ミ リ メ ー ト ル の 範 囲 に あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １

に 記 載 の 外 反 母 趾 角 の 測 定 具 。

【 請 求 項 ３ 】

　 前 記 踏 み 台 及 び ／ 又 は 前 記 長 尺 片 に 、 前 記 踏 み 台 と 前 記 長 尺 片 と を 仮 止 め す る 仮 止 め 具

を 設 け た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 又 は ２ に 記 載 の 外 反 母 趾 角 の 測 定 具 。

【 請 求 項 ４ 】

　  前 記 仮 止 め 具 が 面 フ ァ ス ナ ー で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ に 記 載 の 外 反 母 趾 角 の

測 定 具 。

【 請 求 項 ５ 】
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　 前 記 仮 止 め 具 が 前 記 踏 み 台 表 面 に 設 け ら れ た ピ ン 穴 と 、 前 記 長 尺 片 の 表 面 及 び ／ 又 は 裏

面 に 設 け ら れ た ピ ン と か ら な り 、 前 記 ピ ン を 前 記 ピ ン 穴 に 嵌 挿 す る こ と に よ り 仮 止 め を 行

う こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ に 記 載 の 外 反 母 趾 角 の 測 定 具 。

【 請 求 項 ６ 】

　 足 の 内 側 に 当 接 さ せ て 外 反 母 趾 角 を 測 定 す る 外 反 母 趾 角 の 測 定 具 で あ っ て 、

 Ｉ 字 状 の 帯 状 片 が 、 そ の 長 手 方 向 で 上 側 の 短 尺 片 と 下 側 の 長 尺 片 と に 分 割 さ れ 、 分 割 さ

れ た 両 帯 状 片 が そ の 片 側 側 面 の 分 割 線 を 支 軸 と し て 折 り 曲 げ 可 能 に 接 合 さ れ て な る 本 体 と

、

前 記 本 体 に 取 り 付 け ら れ 、 そ の 基 線 が 前 記 片 側 側 面 と 一 致 し 、 か つ そ の 円 弧 中 心 が 前 記 支

軸 と 一 致 す る 位 置 で 前 記 長 尺 片 に 固 着 さ れ 、 前 記 短 尺 片 と は 相 対 移 動 可 能 に 前 記 本 体 に 取

り 付 け ら れ た 分 度 器 と を 備 え た こ と を 特 徴 と す る 外 反 母 趾 角 の 測 定 具 。

【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】

【 技 術 分 野 】

【 ０ ０ ０ １ 】

　 本 発 明 は 、 外 反 母 趾 の 足 指 の 外 反 母 趾 角 を 測 定 す る 外 反 母 趾 角 の 測 定 具 に 関 し 、 と く に

安 価 に 製 作 で き 、 か つ 簡 便 に 使 用 し う る 外 反 母 趾 角 の 測 定 具 に 関 す る 。

【 背 景 技 術 】

【 ０ ０ ０ ２ 】

　 外 反 母 趾 は 、 足 の 親 指 が 小 指 の 方 に 曲 が っ て い く 症 状 の 総 称 で あ る 。 こ の 症 状 が 生 じ る

理 由 は 、 足 指 を 横 方 向 に 連 結 し て い る 靱 帯 が 伸 び て 弛 ん で し ま っ た 上 に 、 履 物 等 に よ る 圧

迫 で 親 指 が 小 指 方 向 に 曲 が り 変 形 す る こ と に よ る と 考 え ら れ る 。

【 ０ ０ ０ ３ 】

　 外 反 母 趾 の 進 行 の 程 度 は 、 足 親 指 の 外 反 母 趾 角 （ 親 指 の 付 け 根 側 面 に お け る 足 本 体 方 向

の 接 線 と 親 指 方 向 の 接 線 と の 傾 斜 角 、 本 明 細 書 で は 、 こ れ を 「 外 反 母 趾 角 」 と い う ） を 測

定 す る こ と に よ っ て 判 定 さ れ る 。 外 反 母 趾 角 が １ ５ 度 以 下 で あ れ ば 正 常 で あ り 、 １ ５ ～ ４

０ 度 で あ れ ば 軽 ～ 中 程 度 、 ４ ０ 度 以 上 で あ れ ば 重 症 と 判 定 さ れ る の が 通 例 で あ る 。

【 ０ ０ ０ ４ 】

　 外 反 母 趾 は 、 足 に 合 わ な い 靴 を 履 い て い る 場 合 に 発 症 す る こ と が 多 く 、 ハ イ ヒ － ル を 履

く 女 性 に 起 り 易 い と 言 わ れ て い る 。 外 反 母 趾 が 進 行 す る と 、 歩 行 時 に 痛 み を 伴 う こ と が あ

り 、 治 療 が 必 要 と な る 。 重 症 の 外 反 母 趾 で は 、 手 術 が 行 わ れ る こ と も あ る が 、 軽 ～ 中 程 度

の 症 状 の 場 合 は 、 適 切 な 形 状 の 靴 の 選 択 、 足 指 の 筋 肉 の 強 化 、 矯 正 具 に よ る 変 形 の 矯 正 等

に よ っ て 、 対 処 す る こ と が 多 い 。

【 ０ ０ ０ ５ 】

　 外 反 母 趾 の 患 者 が 、 自 己 の 症 状 の 進 行 の 程 度 す な わ ち 外 反 母 趾 角 の 数 値 を 把 握 し た い と

思 う 事 例 と し て 下 記 の よ う な ケ － ス が 考 え ら れ る 。

（ ケ － ス １ ） 近 年 、 外 反 母 趾 患 者 用 の 履 物 が 市 販 さ れ る よ う に な り 、 外 反 母 趾 の 進 行 程 度

に 対 応 し て 形 状 の 異 な る 数 種 類 の も の が 準 備 さ れ て い る 。 こ の 履 物 を 購 入 す る に 際 し て 、

自 己 の 症 状 に 適 合 す る 履 物 を 選 択 す る に は 、 自 己 の 外 反 母 趾 角 を 知 っ て お く 必 要 が あ る 。

【 ０ ０ ０ ６ 】

（ ケ － ス ２ ） 前 述 し た よ う に 、 外 反 母 趾 の 症 状 が あ ま り 重 度 で な い 場 合 は 、 運 動 療 法 や 矯

正 具 の 使 用 な ど 、 自 己 努 力 に よ る 治 療 が 試 み ら れ る 場 合 が 多 い 。 か か る 治 療 の 効 果 の 有 無

や 、 改 善 の 程 度 を 把 握 す る た め に は 、 治 療 の 前 後 に お け る 外 反 母 趾 角 の 数 値 の 変 化 を 知 る

必 要 が あ る 。

【 ０ ０ ０ ７ 】

　 上 記 の ケ － ス １ に 対 応 す る 手 段 と し て 、 特 許 文 献 １ に 外 反 母 趾 角 測 定 具 が 提 案 さ れ て い

る 。 以 下 、 図 １ １ を 参 照 し て 、 こ の 先 行 技 術 の 外 反 母 趾 角 測 定 具 に つ い て や や 詳 し く 説 明

す る 。 図 １ １ （ ａ ） は 、 こ の 外 反 母 趾 角 測 定 具 の 形 状 を 示 す 平 面 図 で あ る 。

【 ０ ０ ０ ８ 】

　 こ の 外 反 母 趾 角 測 定 具 は 、 木 製 又 は プ ラ ス チ ッ ク 製 の 平 板 か ら な り 、 下 側 の ２ 辺 ３ １ 、
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３ ２ が 互 い に 傾 斜 し て 、 両 辺 の 傾 斜 角 θ が 所 定 の 値 に な る よ う に 形 成 さ れ て い る 。 こ の 測

定 板 を 当 て 板 と し て 、 そ の 湾 曲 部 が 親 指 の 付 け 根 に 位 置 す る よ う に 足 の 内 側 側 面 に 当 接 し

、 自 己 の 外 反 母 趾 角 が 測 定 具 の 傾 斜 角 θ と 合 致 す る か 否 か 判 定 す る 。

【 ０ ０ ０ ９ 】

　 特 許 文 献 １ の 出 願 人 は 、 こ の 外 反 母 趾 角 測 定 板 の 好 ま し い 使 用 方 法 と し て 、 下 記 の 方 法

を 提 案 し て い る 。 「 外 反 母 趾 用 の 履 物 を 店 頭 に 展 示 す る に 際 し て 、 そ の 履 物 に 適 合 す る 外

反 母 趾 角 が 傾 斜 角 θ と な る よ う な 測 定 板 を 予 め 準 備 し 、 こ れ を 履 物 の 下 げ 札 と し て 一 緒 に

店 頭 に 展 示 す る 。 履 物 の 購 入 者 は 、 こ の 測 定 板 を 自 己 の 足 に あ て が っ て 、 こ の 履 物 が 自 己

の 外 反 母 趾 角 に 適 合 す る も の で あ る か 否 か 判 断 す る こ と が で き る 。 」 と い う 、 も の で あ る

。

【 ０ ０ １ ０ 】

　 ま た 、 特 許 文 献 １ の 外 反 母 趾 角 測 定 具 の 第 二 の 実 施 形 態 と し て 、 図 １ １ （ ｂ ） 及 び （ ｃ

） に 示 す も の が 開 示 さ れ て い る 。 こ の 第 二 形 態 の 測 定 板 は 、 図 １ １ （ ａ ） の も の に 加 え て

、 ２ 辺 ３ １ 、 ３ ２ の 交 点 に 縦 長 の 切 込 み ３ ３ を 設 け る と と も に 、 折 り 返 し の 位 置 を 示 す 傾

斜 線 （ 破 線 で 示 す ） ３ ４ 、 ３ ５ が 表 示 さ れ て い る 。

【 ０ ０ １ １ 】

　 測 定 者 は 、 ま ず 図 １ １ （ ｂ ） の 状 態 で 、 自 己 の 外 反 母 趾 角 が 測 定 板 の 傾 斜 角 に 合 致 す る

か 否 か を 判 断 し 、 自 己 の 外 反 母 趾 角 が さ ら に 大 き い 場 合 は 、 図 １ １ （ ｃ ） に 示 す よ う に 、

２ 辺 ３ １ 、 ３ ２ を 破 線 ３ ４ 、 ３ ５ の 位 置 で 折 り 返 し て 、 よ り 傾 斜 角 の 大 き い 状 態 で 自 己 の

外 反 母 趾 角 と 合 致 す る か 否 か を 判 断 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ １ ２ 】

　 こ の 第 二 形 態 の 測 定 板 は 、 「 １ 個 の 測 定 板 で 、 ２ 段 階 の 傾 斜 角 に 、 自 己 の 外 反 母 趾 角 が

合 致 す る か 否 か を 判 断 し 得 る 」 と い う 利 点 は あ る も の の 、 測 定 板 の 材 質 が 人 力 で 簡 単 に 折

り 曲 げ 可 能 な も の 、 例 え ば 比 較 的 薄 手 の ボ ー ル 紙 の よ う な も の に 限 定 さ れ る と い う 問 題 が

あ る 。

【 ０ ０ １ ３ 】

　 い ず れ に し て も 、 特 許 文 献 １ の 外 反 母 趾 角 測 定 具 は 、 自 己 の 外 反 母 趾 角 が 特 定 の 傾 斜 角

に 合 致 す る か 否 か を 判 定 す る 手 段 に 留 ま り 、 自 己 の 外 反 母 趾 角 の 数 値 を 測 定 す る と い う 目

的 に 対 応 で き る も の で は な い 。

【 ０ ０ １ ４ 】

【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ６ － ６ ３ ９ ４ 号 公 報

【 発 明 の 開 示 】

【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】

【 ０ ０ １ ５ 】

　 特 許 文 献 １ の 外 反 母 趾 角 測 定 具 は 、 前 述 し た ケ － ス １ の 目 的 に は 、 あ る 程 度 対 応 で き る

か も 知 れ な い が 、 ケ － ス ２ の 目 的 に は 殆 ど 対 応 で き な い 。 こ の 場 合 は 、 あ る 程 度 の 精 度 で

、 外 反 母 趾 角 の 数 値 を 把 握 す る 必 要 が あ る 。 ま た 、 こ の ケ － ス に 限 ら ず 、 自 己 の 外 反 母 趾

角 の 数 値 を 把 握 す る と い う ニ ー ズ が 生 じ る こ と は 少 な く な い と 考 え ら れ る が 、 従 来 こ の よ

う な ニ ー ズ に 簡 便 に 対 応 で き る 手 段 は 未 だ 提 案 さ れ て い な い 。

【 ０ ０ １ ６ 】

　 医 療 機 関 で 診 察 を 受 け れ ば 、 外 反 母 趾 角 を 測 定 し て 貰 う こ と は た や す い が 、 い ち い ち 医

療 機 関 に 出 向 く の は た い へ ん 面 倒 で あ る 。 ま た 、 外 反 母 趾 の 患 者 の 心 理 の 問 題 と し て 、 自

己 の 足 の 状 態 を 他 人 に 見 せ る こ と を 避 け よ う と す る 傾 向 が あ る 。 こ の た め 、 外 反 母 趾 の 患

者 が 自 宅 で 簡 便 に 外 反 母 趾 角 を 測 定 で き る よ う に す る こ と が 求 め ら れ て い る 。

【 ０ ０ １ ７ 】

　 そ こ で 、 本 発 明 は 一 般 の 家 庭 で 、 外 反 母 趾 の 患 者 が 自 己 の 外 反 母 趾 角 の 数 値 を あ る 程 度

の 精 度 で 測 定 す る こ と が で き る 器 具 で あ っ て 、 そ の 価 格 が 比 較 的 安 価 、 す な わ ち 製 作 費 が

低 廉 で あ り 、 か つ 測 定 の 操 作 が 簡 易 な 外 反 母 趾 角 の 測 定 具 を 提 供 す る こ と を 課 題 と し て い

る 。

【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
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【 ０ ０ １ ８ 】

　 上 記 課 題 を 解 決 す る た め の 本 発 明 の 外 反 母 趾 角 の 測 定 具 の 第 一 は 、 少 な く と も 片 足 を

載 置 で き 、 所 定 の 位 置 に 形 成 さ れ た 分 度 器 を 備 え た 踏 み 台 と 、 親 指 付 け 根 が 前 記 分 度 器 の

基 線 の 中 央 付 近 で 前 記 基 線 と 直 交 す る よ う に 前 記 踏 み 台 に 載 置 さ れ た 片 足 に 当 接 す る 当 接

具 と を 備 え 、 前 記 当 接 具 は 、 短 尺 片 と 長 尺 片 と か ら な る Ｉ 字 状 の 帯 状 片 で あ っ て 、 前 記 短

尺 片 と 長 尺 片 と が 片 側 側 面 の 分 割 線 を 支 軸 と し て 折 り 曲 げ 可 能 に 接 合 さ れ 、 前 記 短 尺 片 を

前 記 親 指 の 内 側 に 密 接 さ せ た と き の 前 記 短 尺 片 の 開 い た 角 度 が 外 反 母 趾 角 と な る よ う に 構

成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 外 反 母 趾 角 の 測 定 具 で あ る 。

【 ０ ０ １ ９ 】

　 ま た 、 上 記 の 外 反 母 趾 角 の 測 定 具 は 、 前 記 踏 み 台 及 び ／ 又 は 前 記 長 尺 片 に 、 前 記 踏 み 台

と 前 記 長 尺 片 と を 仮 止 め す る 仮 止 め 具 を 設 け て あ る こ と が 好 ま し く 、 当 接 具 の 厚 み は １ ０

ミ リ メ ー ト ル か ら ４ ０ ミ リ メ ー ト ル の 範 囲 に あ り 、 前 記 当 接 具 の 幅 は １ ５ ミ リ メ ー ト ル か

ら １ ０ ０ ミ リ メ ー ト ル の 範 囲 に あ る こ と が 好 ま し い 。 こ れ に よ り 、 外 反 母 趾 角 の 測 定 を 行

う の に 必 要 な 高 さ を 確 保 で き る 。 ま た 、 当 接 具 ２ の 幅 は １ ５ ミ リ メ ー ト ル か ら １ ０ ０ ミ リ

メ ー ト ル で あ る こ と が 好 ま し い 。 分 度 器 の 数 値 が 読 み 易 い 範 囲 と な る か ら で あ る 。

【 ０ ０ ２ ０ 】

　 さ ら に 、 前 記 仮 止 め 具 が 面 フ ァ ス ナ ー で あ る こ と が 好 ま し い 。 面 フ ァ ス ナ ー の 一 方 の 接

着 片 を 前 記 踏 み 台 表 面 に 、 他 方 の 接 着 片 を 前 記 長 尺 片 の 表 面 及 び ／ 又 は 裏 面 に 固 着 し て 、

両 接 着 片 を 接 合 す る こ と に よ り 仮 止 め を 行 う こ と を 特 徴 と す る 。

【 ０ ０ ２ １ 】

　 ま た 、 上 記 の 外 反 母 趾 角 の 測 定 具 に お い て 、 前 記 仮 止 め 具 が 、 前 記 踏 み 台 表 面 に 設 け

ら れ た ピ ン 穴 と 、 前 記 前 記 長 尺 片 の 表 面 及 び ／ 又 は 裏 面 に 設 け ら れ た ピ ン と か ら な り 、 前

記 ピ ン を 前 記 ピ ン 穴 に 嵌 挿 す る こ と に よ り 仮 止 め を 行 う こ と を 特 徴 と す る も の で あ っ て も

よ い 。

【 ０ ０ ２ ２ 】

　 上 記 課 題 を 解 決 す る た め の 本 発 明 の 外 反 母 趾 角 の 測 定 具 の 第 二 は 、 足 の 内 側 に 当 接 さ せ

て 外 反 母 趾 角 を 測 定 す る 外 反 母 趾 角 の 測 定 具 で あ っ て 、

 Ｉ 字 状 の 帯 状 片 が 、 そ の 長 手 方 向 で 上 側 の 短 尺 片 と 下 側 の 長 尺 片 と に 分 割 さ れ 、 分 割 さ

れ た 両 帯 状 片 が そ の 片 側 側 面 の 分 割 線 を 支 軸 と し て 折 り 曲 げ 可 能 に 接 合 さ れ て な る 本 体 と

、

前 記 本 体 に 取 り 付 け ら れ 、 そ の 基 線 が 前 記 片 側 側 面 と 一 致 し 、 か つ そ の 円 弧 中 心 が 前 記 支

軸 と 一 致 す る 位 置 で 前 記 長 尺 片 に 固 着 さ れ 、 前 記 短 尺 片 と は 相 対 移 動 可 能 に 前 記 本 体 に 取

り 付 け ら れ た 分 度 器 と を 備 え た こ と を 特 徴 と す る 外 反 母 趾 角 の 測 定 具 で あ る 。

【 ０ ０ ２ ３ 】

　 こ の 外 反 母 趾 角 の 測 定 具 は 、 前 記 の 長 尺 片 及 び 短 尺 片 の 双 方 に 、 そ の 厚 み 方 向 中 央 付 近

で 、 そ の 半 径 と 幅 が 前 記 分 度 器 の 半 径 及 び 厚 み よ り や や 大 き く 、 そ の 円 弧 中 心 が 前 記 支 軸

の 位 置 と 一 致 す る よ う な 四 分 円 状 の ス リ ッ ト を 形 成 し 、 前 記 の 長 尺 片 と 短 尺 片 の 分 割 面 を

突 き 合 せ て 、 前 記 分 度 器 を そ の 全 体 が 前 記 ス リ ッ ト 中 に 収 ま る よ う に 嵌 装 し た 状 態 で 、 前

記 分 度 器 が 前 記 長 尺 片 の み に 固 着 し 、 前 記 短 尺 片 と は 相 対 移 動 可 能 な よ う に 、 該 分 度 器 を

前 記 当 接 具 の 本 体 に 取 り 付 け た 後 、 前 記 の 長 尺 片 と 短 尺 片 と を そ の 片 側 側 面 の 分 割 線 を 支

軸 と し て 折 り 曲 げ 可 能 に 接 合 し て な る も の で あ っ て も よ い 。

【 発 明 の 効 果 】

【 ０ ０ ２ ４ 】

　 本 発 明 に よ り 、 外 反 母 趾 の 患 者 が 、 医 療 機 関 等 を 利 用 す る こ と な く 自 宅 に て 、 自 己 の 外

反 母 趾 角 の 数 値 を あ る 程 度 の 精 度 で 簡 便 に 測 定 す る こ と が 可 能 に な っ た 。 本 発 明 の 測 定 具

は 、 そ の 製 作 費 が 安 価 で あ り か つ 測 定 操 作 が 簡 易 な た め 、 一 般 の 家 庭 に お い て も 、 こ れ を

安 価 に 購 入 し 簡 便 に 使 用 （ 測 定 ） す る こ と が 可 能 で あ る 。

【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】

【 ０ ０ ２ ５ 】

　 以 下 、 実 施 例 の 図 面 を 参 照 し て 、 本 発 明 の 好 ま し い 実 施 形 態 に つ い て 説 明 す る 。 図 １ は
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、 本 発 明 の 第 一 の 実 施 例 で あ る 外 反 母 趾 角 の 測 定 具 の 構 成 及 び 形 状 を 示 す 平 面 図 で あ る 。

【 ０ ０ ２ ６ 】

　 こ の 測 定 具 は 、 図 １ （ ａ ） に 示 す 踏 み 台 １ と 図 １ （ ｂ ） に 示 す 当 接 具 ２ と か ら 構 成 さ れ

る 。 踏 み 台 １ は 、 そ の 上 に 人 の 足 を 載 置 し て 、 外 反 母 趾 角 を 測 定 す る た め の 台 で 、 少 な く

と も 人 の 片 足 を 載 置 で き る 大 き さ の 方 形 （ 長 方 形 又 は 正 方 形 ） の 平 板 か ら な っ て い る 。 平

板 の 材 質 は と く に 限 定 を 要 さ ず 、 木 板 、 プ ラ ス チ ッ ク 板 、 紙 製 ボ ー ド 等 の い ず れ で あ っ て

も よ く 、 そ の 厚 み は 人 の 体 重 に 耐 え う る 程 度 で あ れ ば よ い 。

【 ０ ０ ２ ７ 】

　 踏 み 台 １ の 上 部 に は 、 分 度 器 （ 目 盛 付 ） ３ が 形 成 さ れ て い る 。 本 実 施 例 で は 、 学 用 品 や

製 図 用 用 品 と し て 常 用 さ れ て い る 、 薄 手 透 明 プ ラ ス チ ッ ク 製 の 分 度 器 を 貼 付 け る こ と に よ

っ て 、 分 度 器 ３ を 形 成 し て い る 。 た だ し 、 分 度 器 ３ の 形 成 方 法 は 本 実 施 例 の も の に 限 る も

の で は な く 、 手 書 き の 目 盛 、 例 え ば 踏 み 台 １ の 表 面 に ペ ン キ や 墨 入 れ で 目 盛 線 を 描 線 す る

方 法 や 、 台 紙 に 目 盛 線 を 描 線 し て こ の 台 紙 を 踏 み 台 １ の 表 面 に 貼 付 け て も よ い 。

【 ０ ０ ２ ８ 】

　 手 書 き の 目 盛 を 用 い る 場 合 の 目 盛 線 の 角 度 ピ ッ チ は 、 １ ～ ２ 度 の 細 か い ピ ッ チ の も の で

も 、 ５ ～ １ ０ 度 程 度 の 粗 い ピ ッ チ の も の で も よ い 。 要 は 、 外 反 母 趾 角 の 測 定 目 的 を 勘 案 し

て 、 適 当 な ピ ッ チ を 選 択 す れ ば よ い 。

【 ０ ０ ２ ９ 】

　 ま た 、 踏 み 台 １ の 表 面 に は 、 そ の 幅 方 向 中 央 付 近 で 、 そ の 底 辺 ４ か ら 直 角 に 直 立 す る 中

央 垂 線 ５ が 表 示 さ れ て い る 。 さ ら に 、 分 度 器 ３ の 円 弧 中 心 が 、 中 央 垂 線 ５ 上 に 位 置 し 、 か

つ 分 度 器 ３ の 底 辺 ７ が 中 央 垂 線 ５ と 直 角 に な る よ う に 、 分 度 器 ３ が 形 成 さ れ て い る 。

【 ０ ０ ３ ０ 】

　 当 接 具 ２ は Ｉ 字 状 の 帯 板 、 本 実 施 の 形 態 で は 矩 形 で あ っ て 、 そ の 上 側 の 短 尺 片 ８ と 下 側

の 長 尺 片 ９ と に 、 長 手 方 向 で ２ 分 割 さ れ て な り 、 そ の 片 側 の 側 面 １ ０ の 分 割 線 を 支 軸 １ １

と し て 、 一 方 向 に 折 り 曲 げ 可 能 に 接 続 さ れ て い る （ 接 続 方 法 に つ い て は 後 述 す る ） 。

【 ０ ０ ３ １ 】

こ の 当 接 具 は 外 反 母 趾 角 の 測 定 時 に 、 足 の 内 側 側 面 に 当 接 し て 、 そ の 折 曲 げ 角 を 測 定 す る

た め の も の で あ る 。 当 接 具 ２ の 帯 板 の 材 質 は と く に 限 定 を 要 せ ず 、 木 製 、 プ ラ ス チ ッ ク 製

、 発 泡 プ ラ ス チ ッ ク 製 、 圧 縮 紙 製 等 の い ず れ で あ っ て も よ い 。 そ の 厚 み は １ ０ ～ ３ ０ ｍ ｍ

程 度 、 そ の 幅 は ３ ０ ～ ５ ０ ｍ ｍ 程 度 で あ れ ば よ い 。

【 ０ ０ ３ ２ 】

　 本 発 明 の 測 定 具 を 用 い て 外 反 母 趾 角 を 測 定 す る 際 に は 、 ま ず 当 接 具 ２ を 踏 み 台 １ 表 面 の

所 定 の 位 置 に 仮 止 め す る 。 図 ２ は 、 当 接 具 ２ の 仮 止 め 位 置 の 説 明 図 で あ る 。 図 ２ に 見 ら れ

る よ う に 、 左 足 の 外 反 母 趾 角 を 測 定 す る 場 合 は 、 当 接 具 ２ は 中 央 垂 線 ５ を 挟 ん で 反 対 側 （

右 側 ） に 仮 止 め す る 。 す な わ ち 、 長 尺 片 ９ の 片 側 側 面 １ ０ が 、 中 央 垂 線 ５ に 一 致 し 、 か つ

当 接 具 ２ の 支 軸 １ １ が 分 度 器 ３ の 円 弧 中 心 ６ の 位 置 に 一 致 す る よ う に 、 当 接 具 ２ を 踏 み 台

１ の 表 面 に 仮 止 め す れ ば よ い 。

【 ０ ０ ３ ３ 】

　 本 実 施 例 で は 、 こ の 仮 止 め の 手 段 と し て 面 フ ァ ス ナ － を 用 い て い る 。 す な わ ち 、 踏 み 台

１ の 表 面 の 中 央 垂 線 ５ の 付 近 に は 、 面 フ ァ ス ナ ー の 一 方 の 接 着 片 １ ２ ａ が 固 着 さ れ 、 こ の

面 フ ァ ス ナ ー の 他 方 の 接 着 片 １ ２ ｂ は 、 当 接 具 ２ の 長 尺 辺 ９ の 片 面 （ 図 １ （ ｂ ） で は 裏 側

の 面 に な る の で 、 破 線 で 表 示 し て い る ） の 固 着 さ れ て い る 。

【 ０ ０ ３ ４ 】

　 こ の 面 フ ァ ス ナ ー に 本 実 施 例 で は マ ジ ッ ク テ ー プ （ 登 録 商 標 ） を 用 い て い る 。 本 実 施 例

の 面 フ ァ ス ナ ー は 上 下 ２ 箇 所 で 固 定 す る よ う に な っ て い る が 、 こ れ に 限 る 必 要 は な く 、 縦

長 の 面 フ ァ ス ナ ー を 用 い １ 箇 所 で 固 定 し て も よ く 、 ３ 箇 所 以 上 で 固 定 し て も よ い 。 要 は 、

外 反 母 趾 角 の 測 定 の 際 に 、 当 接 具 ２ が ぐ ら つ か な け れ ば よ い 。

【 ０ ０ ３ ５ 】

　 図 ３ は 、 外 反 母 趾 角 の 測 定 方 法 の 説 明 図 で あ る 。 図 ２ の よ う に 当 接 具 ２ が 仮 止 め さ れ た

状 態 で 、 左 足 の 親 指 の 付 け 根 が 当 接 具 ２ の 支 軸 １ １ の 位 置 に く る よ う に 、 左 足 本 体 の 内 側
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側 面 を 当 接 具 ２ の 長 尺 片 ９ に 押 し つ け る 。 そ の 状 態 で 当 接 具 ２ の 短 尺 片 ８ を 親 指 の 内 側 に

密 接 さ せ れ ば 、 短 尺 片 ８ の 傾 斜 角 が 外 反 母 趾 角 に 相 当 す る 。 短 尺 片 ８ の 傾 斜 角 は 図 ３ の θ

１ 又 は θ ２ の い ず れ を 測 っ て も よ く 、 い ず れ も 分 度 器 ３ で 簡 単 に 読 取 る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ３ ６ 】

　 次 ぎ に 、 当 接 具 ２ の 短 尺 片 ８ と 長 尺 片 ９ と を 接 合 す る 方 法 に つ い て 説 明 す る 。 図 ４ は 、

本 実 施 例 に お け る 短 尺 片 と 長 尺 片 の 接 合 方 法 の 説 明 図 で 、 図 ４ （ ａ ） は 可 撓 性 の 連 結 テ ー

プ に よ り 接 合 し た 場 合 、 図 ４ （ ｂ ） は 蝶 番 に よ り 接 合 し た 場 合 を 示 す 。 図 ４ （ ａ ） の 場 合

は 、 短 尺 片 ８ と 長 尺 片 ９ を 突 き 合 せ た 状 態 で 、 そ の 片 側 側 面 １ ０ の 両 片 に 跨 が る 範 囲 に 連

結 テ ー プ １ ４ が 接 着 さ れ て い る 。 な お 、 本 実 施 例 で は 連 結 テ ー プ １ ４ が 両 片 の 接 続 片 側 側

面 の 周 辺 の み と な っ て い る が 、 こ れ を 片 側 側 面 １ ０ の 全 長 に 貼 付 す る こ と は 好 ま し い 。 片

側 側 面 全 長 に 貼 付 す れ ば 、 足 の 接 触 す る 面 が 折 り 曲 げ 部 を 含 め 、 一 直 線 と な り 測 定 精 度 が

向 上 す る た め で あ る 。

【 ０ ０ ３ ７ 】

　 連 結 テ ー プ １ ４ は 、 可 撓 性 及 び あ る 程 度 の 変 形 抵 抗 を 有 す る 、 金 属 材 料 製 又 は プ ラ ス チ

ッ ク 材 料 製 の も の を 用 い る の が 好 ま し い 。 変 形 抵 抗 の 程 度 は 、 人 力 で 容 易 に 変 形 で き て 、

手 を 離 し て も 形 状 が 簡 単 に は 変 わ ら な い 程 度 の も の が よ い 。 こ れ に よ り 、 外 反 母 趾 角 の 測

定 時 に 、 当 接 具 の 折 り 曲 げ 角 度 を 一 定 時 間 不 変 に 保 持 す る こ と が で き 、 角 度 の 読 み 取 り に

便 利 で あ る 。 連 結 テ ー プ １ ４ を 短 尺 片 ８ 及 び 長 尺 片 ９ の 側 面 に 固 定 す る 方 法 は 、 と く に 限

定 を 要 さ ず 、 例 え ば 接 着 剤 に よ る 方 法 で も 、 ネ ジ 止 め に よ る 方 法 で も よ い 。

【 ０ ０ ３ ８ 】

　 図 ４ （ ｂ ） の 場 合 は 、 短 尺 片 ８ と 長 尺 片 ９ を 突 き 合 せ た 状 態 で 、 そ の 片 側 側 面 １ １ の 両

片 に 跨 が る 範 囲 を 蝶 番 １ ５ で 固 定 す る 。 本 実 施 例 で は 、 短 尺 片 ８ と 長 尺 片 ９ 双 方 の 分 割 線

２ ０ 、 ２ １ の 一 端 に 、 厚 み 方 向 に 伸 び る 切 欠 き ２ ３ が 形 成 さ れ 、 蝶 番 １ ５ の 回 転 軸 ２ ４ が

こ の 切 欠 き ２ ３ 内 に 納 ま る よ う に 、 短 尺 片 ８ と 長 尺 片 ９ が 蝶 番 １ ５ に よ り 連 結 さ れ て い る

。

【 ０ ０ ３ ９ 】

　 蝶 番 １ ５ に は 、 短 尺 片 ８ が 少 な く と も 矢 印 の 方 向 に 任 意 の 角 度 で 折 り 曲 げ る こ と が で き

る も の を 選 択 す る 。 こ の 場 合 、 蝶 番 １ ５ の 回 転 軸 ２ ４ が 短 尺 片 ８ と 長 尺 片 ９ の 分 割 線 と ほ

ぼ 一 致 し 、 こ れ が 折 り 曲 げ の 支 軸 と な る 。 蝶 番 １ ５ の 回 転 軸 ２ ４ と そ の 外 筒 と の 間 に は 、

あ る 程 度 の 摺 動 抵 抗 が あ る こ と が 好 ま し い 。 摺 動 抵 抗 の 程 度 は 、 人 力 で 容 易 に 回 転 で き て

、 手 を 離 し て も 角 度 が 形 状 が 簡 単 に は 変 わ ら な い 程 度 の も の で あ れ ば よ い 。 か か る 摺 動 抵

抗 は 、 回 転 軸 ２ ４ に 塗 布 す る 潤 滑 油 又 は グ リ ー ス の 粘 度 を 適 正 に 選 択 す る こ と に よ っ て 、

容 易 に 実 現 で き る 。 こ れ に よ り 、 当 接 具 の 折 り 曲 げ 角 度 を 一 定 時 間 不 変 に 保 持 で き て 外 反

母 趾 角 の 測 定 に 便 利 な こ と は 、 連 結 テ ー プ を 用 い て 接 続 す る 場 合 と 同 じ で あ る 。 ま た 、 蝶

番 １ ４ は そ の 突 起 部 等 が 外 側 に 出 な い よ う 、 当 接 具 内 部 に 埋 め 込 む こ と が 好 ま し い 。

【 ０ ０ ４ ０ 】

　 当 接 具 ２ の 厚 さ （ 足 が 当 た る 側 面 の 高 さ ） は １ ０ ミ リ メ ー ト ル か ら ４ ０ ミ リ メ ー ト ル で

あ る こ と が 好 ま し い 。 こ れ に よ り 、 外 反 母 趾 角 の 測 定 を 行 う の に 必 要 な 高 さ を 確 保 で き る

。 ま た 、 当 接 具 ２ の 幅 は １ ５ ミ リ メ ー ト ル か ら １ ０ ０ ミ リ メ ー ト ル で あ る こ と が 好 ま し い

。 分 度 器 １ ９ の 数 値 が 読 み 易 い 範 囲 だ か ら で あ る 。

【 ０ ０ ４ １ 】

　 次 ぎ に 、 本 発 明 の 第 二 実 施 例 で あ る 外 反 母 趾 角 の 測 定 具 に つ い て 説 明 す る 。 こ の 第 二 実

施 例 の 測 定 具 は 、 両 足 の 外 反 母 趾 角 を 簡 便 に 測 定 で き る よ う に す る た め の も の で あ る 。 図

５ は 、 こ の 第 二 実 施 例 の 測 定 具 の 構 成 及 び 形 状 を 示 す 図 で 、 図 ５ （ ａ ） は 踏 み 台 の 平 面 図

、 図 ５ （ ｂ ） は 当 接 具 の 斜 視 図 で あ る 。 こ の 第 二 実 施 例 の 測 定 具 の 踏 み 台 １ の 形 状 や 、 上

部 に 分 度 器 ３ が 形 成 さ れ 、 中 央 に 中 央 垂 線 ５ が 表 示 さ れ て い る 点 は 、 第 一 実 施 例 の も の と

同 じ で あ る 。 ま た 、 当 接 具 ２ の 構 造 、 す な わ ち 長 尺 片 ９ と 短 尺 片 ８ が 片 側 側 面 １ ０ の 分 割

線 を 支 軸 １ １ と し て 折 り 曲 げ 可 能 に 接 続 さ れ て い る 点 も 第 一 実 施 例 の も の と 同 じ で あ る 。

相 違 点 は 、 当 接 具 ２ を 踏 み 台 １ に 固 定 す る た め の 面 フ ァ ス ナ ー の 数 で あ る 。

【 ０ ０ ４ ２ 】
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　 こ の 例 に お い て は 、 中 央 垂 線 ５ の 両 側 そ れ ぞ れ に 、 一 対 の 面 フ ァ ス ナ － の 一 方 の 接 着 片

１ ２ ａ ， １ ３ ａ が 中 央 垂 線 ５ を 挟 ん で 、 互 い に 略 対 称 の 位 置 で 前 記 踏 み 台 表 面 に 固 着 さ れ

て い る 。 ま た 、 こ の 一 対 の 面 フ ァ ス ナ － の 他 方 の 接 着 片 は 、 当 接 具 ２ の 長 尺 片 ９ の 表 面 及

び 裏 面 そ れ ぞ れ の 所 定 の 位 置 に 固 着 さ れ て い る 。 図 ５ （ ｂ ） に 見 ら れ る よ う に 、 一 対 の 面

フ ァ ス ナ ー の 他 方 の 接 着 片 の 一 つ １ ３ ｂ が 当 接 具 の 表 面 に 固 着 さ れ 、 他 の 一 つ １ ２ ｂ が 裏

面 に 固 着 さ れ て い る （ 図 の 破 線 で 示 す ） 。 こ の 例 で は 、 面 フ ァ ス ナ ー は 上 下 ２ 箇 所 で 固 定

す る よ う に な っ て い る が 、 こ れ に 限 る 必 要 は な く 、 縦 長 の 面 フ ァ ス ナ ー を 用 い １ 箇 所 で 固

定 し て も よ く 、 ３ 箇 所 以 上 で 固 定 し て も よ い 。

【 ０ ０ ４ ３ 】

　 こ の 第 二 実 施 例 の 測 定 具 で 両 足 そ れ ぞ れ の 外 反 母 趾 角 を 測 定 す る 手 順 と し て は 、 下 記 に

例 示 す る よ う な 順 に 測 定 を 行 え ば よ い 。

　 ま ず 、 図 ２ に 示 す よ う に 中 央 垂 線 ５ の 右 側 に 長 尺 片 ９ を 固 定 し て 、 図 ３ に 示 す よ う に 、

左 足 の 外 反 母 趾 角 を 測 定 す る 。 こ の 時 、 踏 み 台 の 右 側 の 接 着 片 １ ２ ａ と 当 接 具 ２ の 下 側 の

接 着 片 １ ２ ｂ と が 接 合 さ れ て い る 。

【 ０ ０ ４ ４ 】

　 次 い で 、 一 旦 当 接 具 ２ を 踏 み 台 １ か ら 外 し 、 当 接 具 ２ を 表 裏 反 転 さ せ て 、 踏 み 台 １ の 左

側 の 接 着 片 １ ３ ａ に 当 接 具 ２ の 上 側 （ 反 転 後 は 下 側 ） の 接 着 片 １ ３ ｂ が 接 着 す る よ う に し

て 、 図 ６ （ ａ ） に 示 す よ う に 、 中 央 垂 線 ５ の 左 側 に 長 尺 片 ９ を 固 定 す る 。 こ の 状 態 で 、 図

６ （ ｂ ） に 示 す よ う に 、 右 足 を 当 接 具 ２ に 当 接 さ せ て 、 右 足 の 外 反 母 趾 角 を 測 定 す れ ば よ

い 。 な お 、 測 定 順 序 を 上 記 の 逆 に し て 、 右 足 を 先 に 、 左 足 を 後 に 測 定 し て も 差 し 支 え な い

。

【 ０ ０ ４ ５ 】

　 図 ７ は 、 本 発 明 の 第 三 実 施 例 で あ る 測 定 具 の 構 成 及 び 形 状 を 示 す 図 で 、 図 ７ （ ａ ） は 踏

み 台 の 平 面 図 、 図 ７ （ ｂ ） は 当 接 具 の 平 面 図 、 ７ 図 （ ｃ ） は 当 接 具 の 側 面 図 で あ る 。 こ の

測 定 具 の 踏 み 台 １ 及 び 当 接 具 ２ や 分 度 器 ３ の 構 成 、 形 状 等 は 、 第 二 実 施 例 の も の と 同 じ で

あ る 。 相 違 点 は 、 当 接 具 ２ を 踏 み 台 １ に 仮 止 め す る 手 段 が 、 第 二 実 施 例 で は 面 フ ァ ス ナ ー

で あ っ た の に 対 し 、 第 三 実 施 例 で は 、 ピ ン と ピ ン 孔 の 組 み 合 わ せ に よ っ て 、 仮 止 め す る 点

で あ る 。

【 ０ ０ ４ ６ 】

　 図 ７ （ ａ ） に 見 ら れ る よ う に 、 一 対 の 円 孔 状 の ピ ン 孔 １ ６ ａ ， １ ６ ｂ が 中 央 垂 線 ５ を 挟

ん で 、 互 い に 略 対 称 の 位 置 で 前 記 踏 み 台 １ の 表 面 に 形 成 さ れ て い る 。 ま た 、 当 接 具 ２ の 長

尺 片 ９ の 表 面 及 び 裏 面 そ れ ぞ れ の 所 定 の 位 置 に 先 端 が 丸 み を 帯 び た 円 筒 状 の ピ ン １ ７ ａ ，

１ ７ ｂ が 形 成 さ れ て い る 。 本 実 施 例 で は 、 ピ ン 孔 及 び ピ ン は 上 下 方 向 に 各 ２ 個 設 け ら れ て

い る が 、 そ の 位 置 や 個 数 は 、 本 図 の も の に 限 る 必 要 は な く 、 当 接 具 ２ が ぐ ら つ か ず 、 仮 止

め さ れ る よ う に な っ て い れ ば よ い 。

【 ０ ０ ４ ７ 】

　 こ の 第 三 実 施 例 の 測 定 具 も 、 第 二 実 施 例 の も の と 同 様 に 、 左 右 両 足 の 外 反 母 趾 角 の 測 定

に 用 い る こ と が で き る 。 例 え ば 、 ま ず 図 ２ に 示 す よ う に 中 央 垂 線 ５ の 右 側 に 長 尺 片 ９ を 固

定 し て 、 図 ３ に 示 す よ う に 、 左 足 の 外 反 母 趾 角 を 測 定 す る 。 こ の 時 、 踏 み 台 の 右 側 の ピ ン

孔 １ ６ ａ と 当 接 具 ２ の 下 側 （ 図 ７ （ ｃ ） の 右 側 ） の ピ ン １ ７ ａ と が 嵌 合 さ れ て い る 。

【 ０ ０ ４ ８ 】

　 次 い で 、 一 旦 当 接 具 ２ を 踏 み 台 １ か ら 外 し 、 当 接 具 ２ を 表 裏 反 転 さ せ て 、 踏 み 台 １ の 左

側 の ピ ン 孔 １ ６ ｂ に 当 接 具 ２ の 上 側 （ 反 転 後 は 下 側 ） の ピ ン １ ７ ｂ が 嵌 合 す る よ う に し て

、 中 央 垂 線 ５ の 左 側 に 長 尺 片 ９ を 仮 止 め す る 。 こ の 状 態 で 、 右 足 を 当 接 具 ２ に 当 接 さ せ て

、 右 足 の 外 反 母 趾 角 を 測 定 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ４ ９ 】

　 図 ８ は 、 本 発 明 の 第 四 実 施 例 で あ る 測 定 具 の 構 成 、 形 状 を 示 す 平 面 図 で あ り 、 図 ８ （ ａ

） は 当 接 具 が ９ ０ 度 折 れ 曲 が っ た 状 態 、 図 ８ （ ｂ ） は 当 接 具 が 約 ３ ０ 度 折 れ 曲 が っ た 状 態

を 示 し て い る 。 こ の 測 定 具 は 、 そ の 本 体 に 分 度 器 が 組 み 込 ま れ た 当 接 具 の み か ら な り 、 踏

み 台 等 を 必 要 と せ ず 測 定 が で き る 点 に 特 徴 が あ る 。
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【 ０ ０ ５ ０ 】

　 当 接 具 本 体 １ ８ は 、 第 一 ～ 第 三 実 施 例 の 当 接 具 ２ と 同 様 に 、 Ｉ 字 状 の 帯 板 を 上 側 の 短 尺

片 ８ と 下 側 の 長 尺 片 ９ と に 、 長 手 方 向 で ２ 分 割 さ れ て な り 、 そ の 片 側 の 側 面 １ ０ の 分 割 線

を 支 軸 １ １ と し て 、 一 方 向 に 折 り 曲 げ 可 能 に 接 続 さ れ て い る （ 接 続 方 法 も 第 一 ～ 第 三 実 施

例 の 当 接 具 ２ と 同 様 で あ る ） 。

【 ０ ０ ５ １ 】

　 こ の 当 接 具 本 体 １ ８ の 所 定 の 位 置 に 、 薄 手 プ ラ ス チ ッ ク 板 製 の 分 度 器 １ ９ が 取 り 付 け ら

れ て い る 。 分 度 器 １ ９ の 取 付 け 位 置 は 、 基 線 （ 分 度 器 の 円 弧 中 心 を 通 り 、 底 辺 に 直 角 な 線

） が 長 尺 片 ９ の 分 割 面 ２ ０ と 一 致 し 、 そ の 円 弧 中 心 が 支 軸 １ １ と 一 致 す る 位 置 で あ る 。 ま

た 、 分 度 器 １ ９ は 当 接 具 本 体 １ ８ の 長 尺 片 ９ に 固 着 さ れ 、 短 尺 片 ８ と は 相 対 移 動 可 能 に （

非 接 触 又 は 摺 動 可 能 に ） 当 接 具 本 体 １ ８ に 取 り 付 け ら れ て い る 。

【 ０ ０ ５ ２ 】

　 図 ９ は こ の 第 四 実 施 例 の 測 定 具 で 、 外 反 母 趾 角 を 測 定 す る 状 態 を 示 す 平 面 図 で 、 図 ９ （

ａ ） は 左 足 の 測 定 を す る 場 合 、 図 ９ （ ｂ ） は 右 足 の 測 定 を す る 場 合 を 示 す 。 図 に 見 ら れ る

よ う に 、 当 接 具 ２ を 足 の 内 側 側 面 に 当 接 し て 、 長 尺 片 ９ の 分 割 面 ２ ０ と 短 尺 片 ８ の 分 割 面

２ １ の 開 き 角 を 分 度 器 １ ９ で 読 み 取 れ ば よ い 。

【 ０ ０ ５ ３ 】

　 こ の 場 合 に は 踏 み 台 を 使 う 必 要 は な く 、 か つ 第 一 ～ 第 三 実 施 例 の よ う に 当 接 具 を 踏 み 台

に 仮 止 め す る と い う 手 間 を 必 要 と せ ず 、 任 意 の 場 所 で 床 に 足 を 付 け た 状 態 で 、 外 反 母 趾 角

の 測 定 を 行 う こ と が で き る 。 ま た 、 分 度 器 １ ９ に は 表 裏 に 角 度 目 盛 が 表 示 さ れ た も の （ 又

は 透 明 板 か ら な る も の ） を 用 い れ ば 、 当 接 具 本 体 を 表 裏 反 転 さ せ て 足 の 内 側 に 当 接 す る だ

け で 、 左 右 両 足 そ れ ぞ れ の 外 反 母 趾 角 の 測 定 を 行 う こ と が で き る 。

【 ０ ０ ５ ４ 】

　 図 １ ０ は 、 こ の 第 四 実 施 例 の 測 定 具 の 製 作 手 順 の 説 明 図 で あ る 。

　 ま ず 、 図 １ ０ （ ａ ） に 示 す よ う に 、 短 尺 片 ８ と 長 尺 片 ９ と を 接 合 す る 前 の 状 態 で 、 そ れ

ぞ れ の 所 定 の 位 置 に 四 分 円 状 の ス リ ッ ト ２ ２ を 形 成 す る 。 ス リ ッ ト ２ ２ の 形 成 位 置 は 四 分

円 の 円 弧 中 心 が 、 支 軸 １ １ と 一 致 す る 位 置 で あ る 。 ス リ ッ ト ２ ２ 半 径 及 び 幅 は 、 そ れ ぞ れ

分 度 器 １ ９ の 半 径 及 び 厚 み よ り や や 大 き く な る よ う に す る 。

【 ０ ０ ５ ５ 】

　 次 い で 、 図 １ ０ （ ｂ ） に 示 す よ う に 、 長 尺 片 ９ と 短 尺 片 ８ の 分 割 面 を 突 き 合 せ て 、 分 度

器 １ ９ を そ の 全 体 が ス リ ッ ト ２ ２ の 中 に 収 ま る よ う に 嵌 装 す る 。 こ の 時 分 度 器 １ ９ の 円 弧

中 心 が 支 軸 １ １ の 位 置 と 一 致 す る よ う に す る 。 こ の 状 態 で 、 分 度 器 １ ９ が 長 尺 片 ９ の み に

固 着 し 、 短 尺 片 ８ と は 相 対 移 動 可 能 （ 非 接 触 又 は 摺 動 可 能 ） な よ う に 、 該 分 度 器 を 前 記 当

接 具 の 本 体 に 取 り 付 け る 。 そ の 取 付 け 方 法 は と く に 限 定 を 要 し な い が 、 例 え ば 接 着 剤 で 接

着 し た り 、 両 面 テ ー プ で 固 定 す れ ば よ い 。

【 ０ ０ ５ ６ 】

　 そ の 後 、 図 １ ０ （ ｃ ） に 示 す よ う に 、 長 尺 片 ９ と 短 尺 片 ８ の 分 割 面 が 突 き 合 さ れ 、 分 度

器 １ ９ の 全 体 が ス リ ッ ト ２ ２ の 中 に 収 ま っ た 状 態 で 、 支 軸 １ １ を 回 転 軸 と し て 折 り 曲 げ 可

能 に な る よ う に 接 合 す る 。 本 実 施 例 で は 面 粘 着 テ ー プ １ ４ で 接 合 し て い る が 、 接 合 方 法 は

こ れ に 限 定 す る 必 要 は な く 、 例 え ば 図 ４ （ ｂ ） の よ う に 、 蝶 番 で 接 合 し て も よ く 、 そ の 接

続 方 法 は 実 施 例 一 と 同 様 で あ る 。 ま た 、 実 施 例 一 の よ う に 可 撓 性 及 び あ る 程 度 の 変 形 抵 抗

を 有 す る 、 金 属 材 料 製 又 は プ ラ ス チ ッ ク 材 料 製 の も の を 用 い れ ば 、 手 を 離 し て も 形 状 が 簡

単 に は 変 わ ら な い た め 、 当 接 具 の 折 り 曲 げ 角 度 が 一 定 時 間 保 持 さ れ 、 角 度 の 読 み 取 り が 容

易 と な る 。 ま た 、 当 接 具 の 折 り 曲 げ 角 度 を 保 持 す る 機 構 と し て 、 ク リ ッ プ に よ り 長 尺 片 と

短 尺 片 と を 挟 持 す る 機 構 、 ピ ン に よ り 長 尺 片 と 短 尺 片 と を ピ ン 止 め す る 機 構 を 備 え て も 良

い 。

【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】

【 ０ ０ ５ ７ 】

【 図 １ 】 本 発 明 の 第 一 実 施 例 で あ る 外 反 母 趾 角 の 測 定 具 の 構 成 及 び 形 状 を 示 す 平 面 図 で あ

る 。
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【 図 ２ 】 本 実 施 例 の 測 定 具 の 当 接 具 の 固 定 位 置 を 示 す 平 面 図 で あ る 。

【 図 ３ 】 本 実 施 例 の 測 定 具 に よ り 左 足 の 外 反 母 趾 角 を 測 定 し て い る 状 態 を 示 す 平 面 図 で あ

る 。

【 図 ４ 】 本 発 明 の 当 接 具 に お け る 短 尺 片 と 長 尺 片 と の 接 合 方 法 の 例 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。

【 図 ５ 】 本 発 明 の 第 二 実 施 例 で あ る 外 反 母 趾 角 の 測 定 具 の 構 成 及 び 形 状 を 示 す 平 面 図 及 び

斜 視 図 で あ る 。

【 図 ６ 】 第 二 実 施 例 の 測 定 具 に よ り 右 足 の 外 反 母 趾 角 を 測 定 し て い る 状 態 を 示 す 平 面 図 で

あ る 。

【 図 ７ 】 本 発 明 の 第 三 実 施 例 で あ る 外 反 母 趾 角 の 測 定 具 の 構 成 及 び 形 状 を 示 す 平 面 図 及 び

側 面 図 で あ る 。

【 図 ８ 】 本 発 明 の 第 四 実 施 例 で あ る 外 反 母 趾 角 の 測 定 具 の 構 成 及 び 形 状 を 示 す 平 面 図 及 び

で あ る 。

【 図 ９ 】 第 四 実 施 例 の 測 定 具 で 外 反 母 趾 角 を 測 定 す る 状 態 を 示 す 平 面 図 で あ る 。

【 図 １ ０ 】 第 四 実 施 例 の 測 定 具 の 製 作 手 順 の 説 明 図 で あ る 。

【 図 １ １ 】 従 来 技 術 で あ る 外 反 母 趾 角 測 定 具 の 形 状 を 示 す 平 面 図 で あ る 。

【 符 号 の 説 明 】

【 ０ ０ ５ ８ 】

１ ： 踏 み 台

２ ： 当 接 具

３ ： 分 度 器

４ ： 踏 み 台 底 辺

５ ： 中 央 垂 線

６ ： 分 度 器 の 中 心 基 準 点

７ ： 分 度 器 の 底 辺 （ 基 線 ）

８ ： 短 尺 片

９ ： 長 尺 片

１ ０ ： 当 接 具 の 片 側 側 面

１ １ ： 当 接 具 の 支 軸

１ ２ ， １ ３ ： 面 フ ァ ス ナ ー

１ ２ ａ ， １ ２ ｂ ， １ ３ ａ ， １ ３ ｂ ： 面 フ ァ ス ナ ー の 接 着 片

１ ４ ： 連 結 テ ー プ

１ ５ ： 蝶 番

１ ６ ａ ， １ ６ ｂ ： ピ ン 孔

１ ７ ａ ， １ ７ ｂ ： ピ ン

１ ８ ： 当 接 具 本 体

１ ９ ： 分 度 器

２ ０ ： 長 尺 片 の 分 割 面

２ １ ： 短 尺 片 の 分 割 面

２ ２ ： ス リ ッ ト

３ １ ， ３ ２ ： 下 側 傾 斜 辺

３ ３ ： 切 込 み

３ ４ ， ３ ５ ： 折 り 曲 げ 部 の 破 線

【 要 約 】

【 課 題 】 安 価 に 購 入 で き 、 一 般 家 庭 で も 簡 便 に 測 定 で き る 外 反 母 趾 角 の 測 定 具 を 提 供 す る

。

【 解 決 手 段 】 少 な く と も 人 が 片 足 を 載 置 で き 、 表 面 の 上 部 の 位 置 に 分 度 器 を 備 え た 踏 み 台

と 、 親 指 付 け 根 が 前 記 分 度 器 の 基 線 の 中 央 付 近 で 前 記 基 線 と 直 交 す る よ う に 前 記 踏 み 台 に

載 置 さ れ た 片 足 に 当 接 す る 当 接 具 と を 備 え 、 前 記 当 接 具 は 帯 板 が ２ 分 割 さ れ そ の 片 側 側 面

の 分 割 線 を 支 軸 と し て 折 り 曲 げ 可 能 に 接 合 さ れ た 短 尺 片 と 長 尺 片 と か ら な る Ｉ 字 状 の 帯 状
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片 で あ っ て 、 前 記 短 尺 片 を 前 記 親 指 の 内 側 に 密 接 さ せ た と き の 前 記 短 尺 片 の 開 い た 角 度 が

外 反 母 趾 角 と な る よ う に 構 成 す る 。

【 選 択 図 】 図 ３

【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】
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【 図 ４ 】 【 図 ５ 】

【 図 ６ 】 【 図 ７ 】
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【 図 ８ 】 【 図 ９ 】

【 図 １ ０ 】 【 図 １ １ 】
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